






要約:乳幼児期の急性散発性非 A非 B型肝炎例のうち C型肝炎ウイルス(HCV)の関与につい

て,第 2 世代 HCV 抗体,Gor 抗体,C100-3 抗体を使用して検討した。乳幼児期の急性肝炎例

33 例中,第 2世代 HCV 抗体陽性例 10 例(30.3%),Gor 抗体陽性例 3 例(9.0%),Cl00-3 抗体陽

性例 5列(15.2%),東燃 TND-2 による第 2世代 HCV 抗体では 10 例(30.3%)に陽性であった。

感染経路については,乳幼児で行動範囲はせまいため家族内感染が推測される。1才 10 ｶ月

の男児で急性 C型肝炎発症例では父親が HCV キャリアで母と児に HCV 感染がおこった症例

であった。 


